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美濃金山城

  

信
長
の
城
づ
く
り
と
天
下
統
一

　

全
国
に
築
か
れ
た
城
は
３
万
と
も
４
万
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
多
く
は
戦
国
期
や
織

豊
期
と
よ
ば
れ
る
時
期
に
築
か
れ
た
城
で
す
。

そ
の
期
間
、
急
速
に
築
城
技
術
が
発
達
し
ま
す
。

戦
乱
が
激
し
く
な
る
に
つ
れ
、
武
器
の
充
実
に

伴
い
戦
い
方
が
変
化
し
、
城
郭
は
軍
事
施
設
と

し
て
強
化
さ
れ
て
さ
ま
ざ
ま
な
“
仕
掛
け
”
が

設
け
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
城
郭
の
歴
史
の
な
か
で
大
き
な
“
転
換
”

を
も
た
ら
し
た
の
が
織
田
信
長
で
す
。
信
長
は

軍
事
性
だ
け
で
は
な
く
、「
見
せ
る
」こ
と
を
意
識

し
た
城
造
り
を
行
い
ま
す
。
高
石
垣
の
存
在
が

築
城
技
術
力
の
高
さ
を
誇
り
、
ま
た
金
箔
瓦
の

存
在
が
資
金
力
・
経
済
力
の
高
さ
を
物
語
り
ま

す
。
ま
た
、初
め
て
信
長
が
「
天
主（
守
）」
を
作
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、下
か
ら「
天
主（
守
）」

を
仰
が
せ
る
意
図
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

近
年
、
各
地
の
城
の
発
掘
調
査
が
進
み
、
戦

国
時
代
か
ら
織
豊
期
に
か
け
て
の
歴
史
像
が
大

き
く
塗
り
替
え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
信
長
の
城
（
清
須
・

小
牧
山
・
岐
阜
）
の
変
遷
と
美
濃
金
山
城
と
の

比
較
を
し
な
が
ら
、
信
長
の
登
場
で
戦
国
時
代

の
城
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
を
紹
介
し

ま
す
。

  

美
濃
金
山
城
の
つ
く
り
と
そ
の
役
割

　

戦
国
時
代
に
誕
生
し
た
美
濃
金
山
城
（
当
初

は
烏
峰
城
）
は
、
東
濃
地
方
の
中
心
的
山
城
と

し
て
機
能
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
近
年
の
発

掘
調
査
に
よ
り
、
建
物
礎
石
、
石
垣
、
瓦
と
い

う
遺
構
・
遺
物
が
確
認
さ
れ
、
織
豊
系
城
郭
の

特
徴
を
と
ど
め
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
美
濃
金
山
城
の
歴
史
的
な
役
割
と
し

て
は
、
信
長
が
天
下
統
一
を
目
指
し
、
西
へ
西

へ
と
勢
力
を
拡
大
す
る
に
あ
た
り
、
東
の
守
り

を
固
め
る
意
味
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
武
田
氏
が
支
配
し
て
い
た
信
濃
（
現
在
の

長
野
県
）
へ
の
け
ん
制
、
攻
略
の
中
継
と
し
て

重
要
な
位
置
づ
け
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

ゆ
え
、
信
長
の
城
と
同
様
に
織
豊
系
城
郭
の
特

徴
を
残
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
中
山
道
と
木
曽
川
の
両
方
を
監
視
で

き
る
よ
う
な
場
所
に
あ
り
、
軍
事
的
な
側
面
だ

け
で
は
な
く
、
交
通
・
流
通
を
掌
握
す
る
経
済

的
に
も
重
要
な
城
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

当
時
は
、
兼
山
湊
み
な
と
や
木
曽
川
を
行
き
来
す
る

人
々
に
城
が
見
え
、
そ
の
力
を
見
せ
つ
け
て
い

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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本丸の建物礎石

出土した瓦二の丸西面石垣

来客をもてなした居館の復元 CG
（岐阜市教育委員会提供）

　信長が、天下統一の足がかり
とした城。山頂の城郭と山麓の
居館で構成され、巨石積みや客
をもてなした庭園付きの館が発
掘調査で確認されました。その
建物が金箔瓦を用いた瓦

かわらぶ

葺き建
物であったことも特筆すべき調
査成果です。

　信長が、美濃攻略の足がかり
とした城。計画的に城下町を形
成したり、主郭の周囲に巨石を
積むなど、岐阜城、安土城へ続
く信長の城づくりの原点の城と
いえます。近年の発掘調査では、
山麓から中腹までの直線的な大
手道の存在が確認されました。

　信長が、尾張の統一の拠点と
した城。尾張統一後、小牧へ移っ
た後も清須の町は繁栄を維持し
ていました。信長の次男信雄が
清須に入城し、城と城下町の整
備を行いました。城下町遺跡か
らは、全国各地で焼かれた陶器
が出土しました。

岐阜城

小牧山城

清須城

発掘された本丸下の石垣
（小牧市教育委員会提供）

出土した美濃で焼かれた陶器
（愛知県埋蔵文化財センター提供）

可児郷土歴史館
平成26年 7月17日（木）～10月13日（祝）

久々利 1644-1　☎ � 0211

休 館 日 月曜日および祝日の翌日
 ※７月15日、16日は展示準備のた
め臨時休館します

開館時間 午前9時～午後4時30分
入 館 料 一般200円
            （団体150円 20人以上） 
            高校生以下は無料

　

織
豊
系
城
郭
と
は
、
織
田
信
長
、
豊
臣

秀
吉
が
活
躍
し
た
時
代
に
築
か
れ
た
城
の

う
ち
、「
建
物
礎
石
（
天
守
を
含
む
）、石
垣
、

瓦
」
の
３
点
が
揃って
い
る
城
郭
の
こ
と
。

※
詳
し
く
は
、
広
報
か
に
２
０
１
３
（
平
成
25
年
）

８
月
１
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
で
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

美
濃
金
山
城
跡
は
、
織
し
ょ
く
ほ
う

豊
系
城
郭
と
し
て
の
特
徴
を
残
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

平
成
25
年
10
月
に
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
企
画
展
で
は
、
清
須
城
、
小
牧
山
城
、
岐
阜
城
な
ど
、
信
長
ゆ
か
り
の
城
の

出
土
資
料
等
を
展
示
し
、
織
豊
系
城
郭
の
特
徴
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
美
濃
金
山

城
跡
の
構
造
を
解
明
し
ま
す
。

「建物礎石、石垣、瓦」の
３点が揃っている
美濃金山城跡

美
濃
金
山
城
か
ら

　 
天
下
統
一
を
探
る

可
児
郷
土
歴
史
館
企
画
展


